
 

 

 
 

 

 

 

 

 

○ 本市の総人口は減少傾向にありますが、高齢者人口は今後も増加が進み、

２０４０年頃にピークを迎えます。 

○ 本市の１００歳以上人口は「平成」の３０年間で約３８倍に増加しており、

まさに「人生１００年時代」が到来しようとしています。 

○ 元気で経験や知識を豊富に有する高齢者「アクティブシニア」が増加し、

今後、大いに活躍することが期待されています。 

○ その一方で、将来の不安や新たな課題が発生してくる可能性があります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるための仕組み

である「地域包括ケアシステム」の考え方を、まちづくり全般で展開してい

きます。 

〇 ２０４０年頃を基準に、将来のあるべき姿を考え、そこに近づくために

今から何をすればよいか検討する「バックキャスティング」手法により、 

課題と現時点からの取組を整理します。  

〇 市民の一人一人の

早期からの取組は課

題解決の原点であり、

壮年期を迎える４０

歳をスタート時期と

して、「人生１００年

時代」に向けた取組の

第一歩を踏み出しま

す。 

 １００年ライフに向けた政策ビジョン 
～スマイル１００歳へ ４０歳（壮年期）からの第一歩～ 概要版 

１ 人生１００年時代って何？ 

２ どのように課題を解決していくのか？ 

 
 

 

 

 

 

 

介護離職 

８０５０問題 

ずっと元気で 

いられるのだろうか？ 

今の住まいで暮らして 

いけるのだろうか？ 
老後のお金は 

大丈夫だろうか？ 

支えてくれる人は 

いるだろうか？ 

介護が必要になったら 

階段や段差があるけど 

退職したら 

～ 想定される不安や課題 ～ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「３つの柱」と柱を支える「６つの基盤」ごとに課題と改善の方向性を整理
し、【４０歳 (壮年期)から】【アクティブシニア】【支援が必要な高齢者】の
３つの状況から、目指すべき将来像と今から進める取組の方向性を示します。 

 

 

   できるだけ元気でいられる期間を延ばし、充実した１００年ライフを送ることができ
るよう、早い段階から、健康寿命の延伸に向けた取組が求められます。 

 

 

   仕事や趣味、社会貢献など様々な場面で自分らしく役割を担い続けることができるよ
う、知識・技術の習得等、自分磨き（準備）をしておく必要があります。 

 

 

   いつまでも人とつながり、居場所を確保しながら、社会性や心身の健康を維持してい
くことができるよう、ニーズに応じた外出と交流の促進が求められます。 

 

 

   住まい、道路のバリアフリー化、買い物時等の移動、資産管理や犯罪、災害への対応、
在宅生活を支える医療・介護サービスの充実など、生活基盤上の様々な課題について、
進化するテクノロジーや支援体制等を活用しながら対応していくことが求められます。 

 
 

 
 
 

 ６つの基盤 

元気で長生き 柱１ 

柱２ 

多様な役割を担う 柱２ 

外出と交流促進 柱３ 

住まい、資産、安全、生活環境、交通、医療・介護 

３ 目指すべき将来像の実現に向けて 

元気で長生き 

 

平塚市は、「人生１００年時代」が到来し、高齢者が多く暮らすまちになっても、安心できる生活基盤のも
と、高齢者がもつ豊かな経験や知識にけん引されながら、元気で長生きができ、仕事や社会貢献活動、趣
味活動などで役割を担い、仲間と出会い・繋がることができるまちを目指します。 

多様な役割を担う 

 

外出と交流促進 

基本理念 

住まい  資産  安全  生活環境  交通  医療・介護 

コンセプト 

スマイル１００歳！ 

実現に向けた 
合言葉 

１００年ライフに向けた政策ビジョン 

概要版（令和２年３月） 

平塚市 福祉部 地域包括ケア推進課 
〒２５４－８６８６ 平塚市浅間町９番１号 
電話 ０４６３－２３－１１１１（代表） 

柱３ 

基盤 

３つの柱と 
６つの基盤

と 

柱１ 

柱２ 

基盤 

一人一人が、自分らしく充実した１００年ライフを送るため、平塚市は全庁体制で
市民の皆さんと「スマイル１００歳」社会の実現を目指して第一歩を踏み出します 

安心して生き生きと暮らし続け生涯活躍できるまち 
～ みんなで支え合う地域共生社会へ ～ 

 


